
初任者と５年経験者が、自己の教科指導や学級経営等の実践を語り合うことで、経験年
数による課題や成果の違いを共有し、自己課題をより明確化するとともに、課題解決の参
考にしていくことをねらいとし、諏訪・上伊那・下伊那の３会場に分かれて、「教師力向上

研修Ⅱ・Ⅳ」を行いました。初任者の皆さん、５年経験者の皆さん共に、日々の授業等の実践
における子供の学びの姿を語り合いました。

令和７年度 教師力向上研修Ⅱ・Ⅳ 令和７年６月２４日

互いの実践から共に学び、高め合う
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【お知らせ】
７月28日（月）～８月１日（金）初任者研修夏期研修の要項は、Plantに掲載済み

初任者、５年経験者共に、お互いの授業実践や自己課題はもちろん、悩みや経験を語り合

うことで、「授業観」や「教師観」が深まる研修となりました。
先生方お一人お一人が、自分自身の「現状」を真摯に見つめ直し、今後へとつなげていこ

うとする姿が印象的でした。

子どもがどっぷりと浸ることのできる材、子どもに寄り添い、共に歩む教師のあり方など、
悩みや課題は尽きないが、今回のようにたくさんの先生方と話すことでそのヒントを求めてい
くことも有用だなあと感じた。（初任者の感想）

自己課題を達成するために、準備しなければならないことが明確となった。また、普段の生
活に積み重ねが大切であると感じたので、うまくいかない日もあると思うが、コツコツ継続す
ることを大切にしていきたい。（初任者の感想）

子どもと向き合う姿勢を学びました。経験を積んだことによって失ってしまった初心を思い
出すことができました。もう一度、初めて教壇に立ったときのように真摯に子どもと向き合っ
ていきたいと思います。（５年経験者の感想）

協働的な学び、主体的な学びとは何かについて考えていくことを自己課題としているが、初
任の方の悩みを聞くことで、自分自身も振り返ることができた。また、キャリアアップの方の
実践を聞くことで、子どもたちが「動くとき」とはどんな時なのか、具体的に知ることができ
た。（５年経験者の感想）


